
2022 年 8 月

一般社団法人リペア会試験委員会

構造物の補修・補強技士

資格更新のご案内

・一般社団法人リペア会認定構造物の補修・補強技士
資格認定証の有効期間は５年間です。

・有効期間満了後もこの資格を継続維持するためには、
資格更新の申請とともに、この間の継続教育認定手続
が必要です。

・本書をご覧いただき、申請手続をお願いいたします。



eラーニング期間
10 月 1 日～10 月 31 日

(1)web講習及びweb択一試験
(2)
a)業務実績過去5年分の提出
b)記述式 A4 3枚(2,000字以内)
（自筆にて事務局へ郵送）
11月4日必着（2日消印有効）
a) , b)何れか提出

構造物の補修・補強技士 資格更新手続きについて

２．対象者

資格証裏面に記載されている有効期限が 2023 年 3 月 31 日 までの方

３．申込み受付期間

申込み受付期間：2022 年 8 月10 日(水) ～ 2022 年 9 月 20 日(火)

上記期間内に申込み書類を提出され、更新手続きが完了した方には 3月末に資格証を
発送予定です。

2022 年 9 月 21 日以降は次に挙げる特別な理由を除き申請を受け付けることができませ
ん
のでご注意ください。

(1)事故または病気、(2)海外出張あるいは駐在

１． 手続きの流れ

全体の手順は以下の通りです。詳細は、以降の各項目をご確認の上、手続きをお願いい
たします。
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資格更新のための審査
資格更新のための認定
合格発表は11月30日

①

②

郵送

（一社）リペア会 資格更新対象者

更新のご案内を送付
2022 年 8 月

更新要件確認

申込み書類の提出(P.3)

2022 年 9 月 20 日必

着 (1)資格更新申込み書

(2)更新料振込表(コピー)
受付後 URL及び
パスワード送信

③

④

郵送

資格証の郵送 ⑤
郵送

第1回更新者
最終更新合格率公表



• ４．申込み書の提出

• 申込み書は以下の通りです。（ホームページよりダウンロード下さい）

• 必要なものを列挙しておくこと。
• 署名欄は必ず、本人自署とすること。（押印は不要と明記する。）
• 用紙を図示して、どこにどのように記載するか示すこと。
• 更新手数料の領収証はどうするのか？
• 振込金の確認手法はどうするのか？

• その他指示事項をまとめるページです。

必ず、本人自署のこと

●証明写真1枚（カラー印刷サイズ縦3cm、横2.4cm）を忘れずに貼付してください。※折曲厳
禁。

なお、写真の裏に必ず会社名と氏名を油性ペンでご記入ください。

●受験手数料振込受領書のコピーを貼付してください。
※ネットバンキングでお振込の場合は内容が確認できる明細書を同封してください。



５．更新手数料

更新手数料： 16,500 円（金額は税込）

振込先：三井住友銀行西宮支店普通預金 8734437

（イッパンシャダンホウジンリペアカイ）

振込人名義：個人名（フルネーム）

なお、数名分をまとめて振り込まれる際は、振込人名義と受験者氏名を下記アドレ
スまで

ご連絡ください。

honbu@repairkai.or.jp

６．更新要件

（１）eラーニングによる受講及び試験
eラーニングで各資料を熟読し、web上での択一問題を受験
各資料が最終まで進まないと、試験は受けられません。（ダウンロード不可）
web上で回答を提出し、80点以上で合格
不合格の方は上記を繰り返してください。

（２）自己学習用課題
（a）業務実績過去5年分の提出

公的(第三者機関)発行によるもので、実際に従事したことが証明できるもの（コ
ピー可）
（b）自ら担当した業務を対象とした構造物について

①その構造物の概要と特徴
②補修・補強、長寿命化に着目した課題
③補修・補強のほか予防保全等を目的とした課題の解決策
④効果と反省
①～④を述べよ。

A4 3枚（2,000字以内手書き限定）
（a） , （b）の何れか提出

（１）で合格すれば（２）の解答用紙がダウンロードできます。
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